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【目的】頭蓋内胚細胞系腫瘍 の 治療成績 をまと め

る．

【対象】1990−2007年 に 治療 した 初発 114 ［ger−

minoma （G ）：82，　non −germinomatQus 　germ 　cel！

tumor （NGGCT ）：　32］例 を対象とした，

【結 果 及 び 結論】G 群 で は，ICE／CARE 療法 3

回 十 全脳室系以 上の 拡大 照射 24Gy の 治療成績

が 最 良 で，現 時点で
．一

例 も腫瘍再 発 を認め な い ．

一
方化学療法 単独，化学療法 ＋ 局所照射 で は 早

期 に再発 を生 じ，治療成績 は有意 に劣 っ た ，放射

線治療単独で は，長 期完全寛解期間後に も再発 は

生 じた．NGGCT 群 で は，1 年 半以 降 の 死亡 例 は

な く，早期 再発 ／死 亡群 と長 期生 存群 に 2 極化 し

た．NGGCT 群で は，手術 ＋ 放射線 ＋ 化学療法

に て，MRI 造 影病変 の 完 全消 失 と腫瘍 マ
ー

カ
ー

陰性化が 目標で，こ れ が得 られ た場合長期生存が

期待 で きる．一
方で 治療 中に 腫瘍 増大を コ ン トロ

ール で きず短期間で 死亡す る 症例が 存在す る ．

tt．当院 に お い て Rosen　T20 プ ロ トコ
ール で 化

　 療 した若年者 骨肉腫 12 例
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　　　　　高橋 憲幸．目黒 亨，仙 道 大

　　　　　三 井　哲夫 r 勝浦　理 彦，清水 　行敏
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【凵的 ・方 法1Rosen　T20 プ ロ ト コ ー ル （ADR

を総 量 500mg ／m2 未 満 と した ）を 施行 し た 若年

者骨 肉腫患者 12 例 の ，生 存率，予後 因子 （年齢，

部位，腫瘍径，LDH ，　 ALP ，術 式，腫瘍壊死率 ，

MTX 血 中濃 度到 達 率），合 併 症 を検 討 し た．

MTX 血 中濃度到達率 は，最 高血 中濃 度 1000μM

に 達 した投与回数率 と した ．

【結果】男児 10 例，女児 2 例．年齢 中央値 は 10

歳 5 か 月，観 察期 間中央値 は 68 か月．死 亡例 は

2 例 で い ず れ も再 発，Kaplan−Meier法で ，5 年

OS は 90％，　 EFS は 80％．予後因子で は．　 OS で

MTX 血 中濃 度到達 率 60％未 満，　 EFS で は術 式

が切断，全摘腫 瘍壊死 率 70％ 未満 が 有意に予 後

不 良で あ っ た．合併症は，8 人で感音性難聴が，

2 人 に 心筋障害が み られ た．

【結 語】T20 プ ロ トコ ール で 比 較 的良好 な治 療

成績 が得 られ た．MTX 血 中濃度到 達 率お よび壊

死 率が 低 い も の は，有意 に予後不 良で あ っ た．
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1．化学療法終了後残 存 した骨病変 が 良性で あ っ

　 た神経芽腫 （病期 4）の 1 例
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，西内　律雄
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　症例 は 5 歳男児．発 熱，股 関節痛 に て 発症 の 神

経 芽腫 （病期 4）．全身 に骨 転移 を認 め て い た．

化 学療 法，腹 部 腫 瘍 摘除 ＋ 術 中 照 射，PBSCT

後，効果判定の 骨 シ ン チ グ ラ フ イ に て 左脛骨 に の

み 集積が 持続 し て い た が ，MIBG シ ンチ グラ フ ィ

は 陰性 で あ っ た ．残存病変 と考え，放射線療法を

予 定 し て い た が，各種 画像検査に て 良性骨病変 の

可能性 も否定で きず，生検 に て線維性異形成 と確

定診断 した ．

2．肝臓原発 と考 えられ る神経芽細胞腫の
一例
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